
造船工場における災害の特異性
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まえがき
働者 1名が死亡し， 4名が重艇を負つfこ．

昭和31年および32年1こむける安全ニ ュースの重大災害 ◇昭和 3~ 年度の重大災害

速報欄でば造船工場の璽大災害として，次のようなも

のを報告しているこの欄でいう璽大災害とは． 一時に

3人以上の労働者の死亡および傷害を伴つたものをあげ

るとことわっている．

◇昭和 31年度の屯大災害

足場板の破損による墜落 （長崎）

1月29日M造船所において，労働者7名が足

場上において船厖のプロペラ取付作業中，足場

板が折れ，麻さ約4mの麻所より墜落し， 7名

とも丞倦を負つt.:.

蒸汽パイプの破裂 （岡山）

2月1日T造船所において，艤装中のクンカ

ー船の動力用ポイラを焚き， 12.5kg/cm2まで

圧力をあげて送汽したところ 4インチ ・チーズ

が破裂し，2名死亡， 1名負偽した．

高熱物による火傷 （兵庫）

5月5日H造船所において，スターン・チ ュ

ープ (4.5 トン）を鋳造する ための鋳型に湯を

注入したとさ，湯),噴出し (100~ 200 kg)作
業中の労働者，)'火傷し， 1名死亡し， 4名が誼

低， 2名が軽也を負った．

アセチレン・ポンペの爆発 （愛知）

6月22日N造船所においてアセチレン ・ボン

ベを述搬する際口金をもつて地上（砂地）を転

がしたとき，口金の下万付近よりアセチ レン・

ガスが吹き出し，爆発して，付近で作業中の労

酸素充満の室中て溶接火傷 （静岡）

1月24日S工業所では新造船の飲料水タンク

内で溶接作業を行い，一旦休憩のためタンク外

に出ている間に漏洩した酸素がタンク内に充満

し，ふたたび作業を開始したとさ火炎が異常に

大きくなって衣類1こ若火して， 3名這偏した．

漏曳酸素のため溶接中作業衣に着火 （東京）

3月2日 I重工業第2工場では，新造船の蛍

油タンク内で作業していた溶接工が一旦休憩の

後ふたたび作業開始したとき，漏洩充面した酸

素のため沼衣が燃えて，火傷のため 1名死亡，

2名璽傷した．

油槽船のタンクが修理中爆発 （山口）

1月9日M造船鉄工では， 船側修理に先立ち

タンク内を海水で充満ならびに排水したことを

もつて洗浄十分と考えて，溶接溶断修理中，タ

ンク内に残存していたガ‘ノリン・ベーパーに引

火爆発し，船員を含み1名死亡，4名重傷した．

船内ポンブ室が爆発 （静岡）

8月2日S船渠（株） T工場では，船台に上

げた船の船底ポンプ室から外部に通ずる孔に対

し，キングストン ・パルプ取付け作業にかかろ

うとしたところ， ＇立内にガソリン臭がこもつて

いるのでこれを換気している最中に，船台上の

軍気溶接の火がこばれているガソリンに沿火し

て，発生した焔が孔から吸い込まれて換気中の

ポンプ姿が爆発し， 5名負傷した．
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起重機の倒壊 （神奈川）

6月18日U造船では60トン ・タワー ・ジプ ・

クレーンに50トンの萄をつりこれを旋刊したと

き起重機が倒壊し， 1名死亡， 4名負偽した．

足場折損のため墜落 （山口）

~o月 24 日 K ドックでは， ドックに入った貨物

船の機関＇径内で修繕作業中，足場の丸太が古か

ったので折れて約 4m下の船底に 5名が墜落し

いづれも重傷を負つた．

になか味Dあるものであることを招みにい.1)1jJじの逍船

安全技術会議])}lj';」:_で，当研究所の知餘1こ建課長ぱ足場

板の節屯な試徐J)方法を発表した．これをfl賄解したある

造船工場のエ拐部長：よ竹年の第 30 lt•I全 L r 1友全週間 1こ隙

し，彼J直 接的な指揮｝）もとにこの工場の全部の足場板

を点検したとこ ろ，3年ほどnりの暴風で劉れた北海遥風
倒本を原料とする足場板は極めて不完全であることを発

見したので，この稲の足場板は全部使用しないこ とにし

たと，第2回の造船安全技術会議て報告しておつた．

--JJ高所作業に従t.tiする労働者の心構えもまたよく検

討し，適切な教育を施すことによってよい気風をつく る

以上とりあげた災害殴告から読みとれることはこの業 ことが大切である．さる造船所では新澁船への大梯子の

限の特異的な災害としてわれわれの礫察してきた爆発， 昇降（こぱ梯子の方を見てやるように注意し，さら｛ここの

感屯墜落の存在をよく衷内する ものである．昨年 5月

20日，2L日の両日， 全国迩船安全技術会議の席上でも ，

労働省産業安全研究所はこの 3つの軍大災害の防止対策

を相当つつこんで報告しにわが国で始めて開悩したこ

の会議：ょ，幸にも全国造船工場の滋船部を学握する造船

部長また(.:l:.これに準ずる幹部の会合であつたので，受入

れf誤努と しては申分のない事佑のため，その後の各工場

における安全管理に相当役立つたようである．

安全笥理は生痒汽迎と一体化すること，また安全符理

は技術tr理であるとする説に対しては決して反対する人

はないところの昨今の安全貸理の状限であるが，はたし

て文釦通りの実状にあるかど うかは，いささか疑問であ

る．況に女全管理と技術］料理の結合するこ とが完全でな

いこと（ま視場においてしばしば見出すところである．

墜落災害

墜沿防止ぱ，励所作業の多いこの業源の況垢は当然や

らなければならないところであるけれども，現場でぱさ

ほどに考えていない.fl'J年の 3月ある造船所を訪れに．

ドック内で修紐船の外装のためペンキ登りを しておつfこ

一群のグj働者がおつに 数段の足場板にわかれてせつせ

と作業をしておつに上）西部の足場板上の泊盈者ははつ

さりと腋網を仙用し，不恙の墜洛対菜を樹立しておつfこ

が，最下段の足場板＿ヒの労働者はこの用意がなかつfこ．

屯者は案内者に次))こ とを質問した．すなわちあの最下

部の足場板はドックのJf"(まで測ると約 3mあるがあの状

態で墜落したとき死亡＼うも汀知3心配はないかと ．築内者

はこのー語で災害発生の他倹性を了解し，早速腰綱を利

用させる と@答してくれた．ただ何となしに比較論でさ

はどの危険度を自此しないこのよう な分野が造船工場の

万々にある ような気がしてな らない．

墜落防止の対策ぱ今各工場で推進されているが，実際

注迅l.i項を守るよう に‘‘梯子に面して昇降する”制札を

各大梯子に掲げているが，降る際（こ！まなかなか厳守せず

に降りて，足をこらしての災害が多いと報告している．

特別な職場事消にはその特別な職楊濯I肯にマッチする安

全教育が必要である． 足場， 梯子の類を大切にするこ

とと元全なものを使用する気風：よ最近漸く高まつてきた

ことは嬉しい限りである前記のよう に造船部長自らこ

れらの点検を尖行する'!fは文字通） の安全笞迎と考える

べきである．潅者ぱここ数年間，女全点検表（こよる安全

点検の軍要性を提唱してきたが，これこそこの分野の日

常の管理業務としなければならないし， この点検の結采

にもとづいて適確なる対策をたてなければならない．ま

た，この分野に働く労鋤者ti)服装についても， El:;容対策

を加味しなければならない．特に屈物について考慇の要

があるはずである． とかく I.I艮裟の）はについては突大な考

えをもちがちであるが，この弊J!lll,よ改める必要がある．

追船工作の迎歩：よ大プロック化J)結論となった．吊る

ための芯所作業とhiった物の洛下防止も ，この現場の安

全管理の大,f.iな事項となった．この作業に付随する吊揚

只の'i'l迎：J:.適（低でなければならないぱずである．郁記の

造船邪長は，叫年の安全週間における特別な施策として

この吊揚具類の安全点検を実施したところ，極めて効果

的であったとも報じている．昨年牡J.)さる辿船所のブロ

ック浴下のための死亡,1.;:故を考えても，よく考慮しなけ

ればならないところである．吊楊良の老化の問題と吊揚

具自体の命数の問幽ままだまだ研究迎上にあるから，極

く厳咽な考えをもとに管理しなければならない，

爆発防止

前述の爪大災吉の報告のなかに，酸滋＇戸燃焼速度を裔

めたことが1以因となつているのが2件あつたが，この面

の災害は，ここ数年の間になかなか多くなったようであ
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る， もつとも，以新」には酸索が悪い結采をもたらすこと

についてあまり関心がなかったし，また一方，酸索の漏

洩が現在ほど甚しくなかったこと 1こも起因すると考え

られる．酸素過燃の 2例にもあるようしこ，休憩時におけ

る，または作業中断時（こおけ る油洩によ る充端か甚だ多

いのである， 箪者ぱ竹春，ある追船所を視寮したが， 特

に建沿中の新造船の各部に酸索の廂れを極めて簡単に自

覚し うるこ とを経験した，

ある造船所の部畏ぱ自分のーて場の酸索罪洩の実状を次

(T)ように公にしている. fl'「年7月この工場のガス沿貝全

部の漏洩検査を行つて甜洩r;とを測定したが，ガス裕具の
総在籍数は 216丁で，ガス作業に従Hする労餅J者は 150

人である ところてガス作業者の出勤率は90%てあり ，

この作業の労慟者の就業時1凸J::t平均9時閻であるが 1日

間の酸素漏洩の総鼠は酸素ボンペ l木6,000Q入として

12.84太であ ろ． この工場の酸姦の 1日の平均使用屈は

205木てあるから 6%の訓洩率となるのである．酸桑ボ

ンペ 1木270円としてこのエ楊の年間の担失は1,040,000

円と なる訳である． すなわち年閻約100万円のムダがあ

るが，安全笞即の立場からするならば，この条予済的拍失

よりも，このムダ！こ茄洩する各現場すなわち船1氏，船

内等における危険な状懲をつ くり出しつつあること を注

目しなければならない特に下語 業者の労働者につい

て，このような危険を排除するための教育と，受けた教

育の内容を実行せしむる努力が必要である．また，和極

的対策としては各部所の換気を徹底することが大切であ

る，換気の問超ば 造船現場でぱ不可欠の安全対策であ

る，

アセチレン ・ガスの庄力の上昇化は，これまたガス甜

洩の機会を多くしているのは事実である．この種ガスは

長距離間輸送して使用することになつているので邪洩の

個所を多く している．小爆発の頻発しつつある現状に照

らしても，換気の活用が大市である ことは勿論である．

近来は， タンク船の製作に伴つて，タンク内側の塗料と

して各種の速乾性の料品を使用するが，この塗料の溶剤

の蒸気による爆発災害がしばしば過去において経験して

いる点火しないような溶接作業と同時に，前記の換気

の活用をおこたつてはならない．

艮綺のM沿船所において， 昭和30年にサ ラン塗料によ

る船内袷装を実行した際には，換気の同数が 1時間60同

にも及んでいる． しかも極めて完全な装備の作業衣を若

用し．作業用品を使用して安全作業を推進したので．ょ

い結果が生れたことを記悩している． このためにこのエ

場の幹部を始め技術陣の頭脳の動員と巨額の費用を投じ

たのである．この際における説明で幹部の技術l笥熱がす

なわち安全梢熱である との印象を受けたこ とは敢えて箸

者だけではなかったはずである．やればやれるこの分野

の安全管理の実行を望んでやまない．

感電防止

第3の沿船安全の問題は感屯防I卜.である．往時とは全

く建造方法を完こした現在の軍気溶接工法は，反面感m
の危険をもたら してきた．昨年はとくに各沿船工場で感

冗事故が多かったようだが，fじ気餡核の部而がさらに拡

大した撚じをうける ．この対策として各造船工場が競

つて絶縁ホルダーと，いわゆる宙撃f防某訳の使用が盛

んになつたことは／歌むこfこえない．ある辿船工場では昭

和30年の初ここの払応を一時に 120余台眺入しに当時

としては大英断であったと思う ので．このことをこの会

社の社長が知つておられるかどうか，ある機会に伺つて

見た．社長は この装窟は大した四価なも のでないのだか

ら逆んで買つて与えるべきだと話されたので，大いに敬

意を表したところが反対にこの裟硲をぬいて溶接作業

をしたために一命を落した桁．申が某辿船工場で昨及あつ

たここにも安全教育の内容を改めるべき教訓がひそん

でいることを忘れてはならない． しかもこの種の教育は

第一線の監将者の現場教育にある ことを見逃してはなら

なし ‘•

むすび

以上造船工場の災害について略説した．他の業態とは

違つてわが国の沿船工場の造船部長の方々が進んで安全

管理の本質をつかみ推迎せられつつある実状であること

は力強いが，さらにこの管理方法が拡大することを切望

するものである．
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